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hiTRAN.SP 
 

CalGavin hiTRANデザインとプログラムの選択 
 

プレゼンテーション概要 

・hiTRAN.SPのインストール内容 

・hiTRAN.SPの働き(簡潔な概要) 

 

 

インストールプログラムの内容 

Program Files￥CalGavin Ltdホルダにインストールされる 

 

 

 

サンプル１とチュートリアル 

 

 

 

 

例とケーススタディでプログラムがどの

ように働くか(例えば、HTFS と HTRI が
ファイルであるとインポートする)を詳細

に説明するチュートリアル 

hiTRAN エレメント

に関するプレゼンテ

ーションと文献 

プログラムの働きの

簡単な説明 

hiTRAN.SP の実行プログラム 

hiTRAN.SP をどのように使用す

るかのチュートリアル 

２．アスペンテック HTFS
との連結プログラム 

２．HTRI との連結プログラム 
 

１．チューブ側のみのスタンドアロンバージョン 
サードパーティのソフトを使っていないユーザのためのもの 
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サンプル２とチュートリアル 

 

 

 

 

 

 

文献とプレゼンテーション 

 

 

 

 

 

文献とプレゼンテーションを読むためのソフト 

１、MSパワーポイント 

２、MS Windows Media＿Player 

３、Adobe Acrobat Reader 

 

 

 

HTFS-Aspentech と HTRI 社の異なった事例のケーススタディ

のセクションへの連携方法 

１．インポートされたデータ 

２．連結モード（エアークーラーのすべて 

３．事例ファイルからなる其々のサブセクションと

このサンプルを用いたケーススタディ 

種々の hiTRAN トッピクスを見つけられる 

１．hiTRAN 全般：パワーポイントの hiTRAN 単相、

２相流事例のプレゼンテーション ppt 

２．hiTRAN ムービー：Windows Media 
Player の映像、レイノルズ数 5000～8000 に

おける hiTRAN エレメントの衝撃的な映像 

２．装入：hiTRAN エレメントの熱交換器へ

の装入方法の説明プレゼンテーション ppt 
２．文献：hiTRAN エレメントに関する出版物 pdf 
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hiTRAN.SPはどんな働きをするのか？ 

・hiTRANソフトの概要と将来 

・ソフトのデモンストレーション 

 

計算モード： 

・スタンドアロンチューブ側性能計算（単相への適用） 

・連結空気冷却器計算 

 

（前のバージョンは以下の通り） 

 

標準チューブ側性能計算 

チューブ側データ入力      チューブ側データ出力 

 

 

 

 

入力フォーム支援 

入力フォーム 

 

 

 

 

 

 

 

・自動データインポート 
－HTRI データベース出

力ファイル{*.dbo}ドングル

なし 
－HTRI X-suite 出力フ

ァイル｛*.htri｝ドングルあ

り 
－HTRI ACOL 
 16 進ファイル ｛*.ACF｝ 
－HTRI TASC 
 16 進ファイル ｛*TAF｝ 

 
 

hiTRAN.SP 

特異な装入体 
｛形状、重点密度、ワ

イヤーサイズ｝： 
デザインの制約＝ 

全ての圧力損失 
・圧力損失 
・熱交換能力 
との（兼ね合い） 

・Geometry（諸元） 
・プロセスデータ 
・物性値 

 
 

hiTRAN.SP 

出力フォーム 
・hiTRAN.SP 
*.hit ファイルフォー

マット 
｛アスキーファイル

フォーマット｝ 

・マニュアルデータ入力 
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連結空気冷却器計算 

                  入力チューブ側データ 

 

 

 

 

 

 

 

         結果：空気冷却器の設計完了 

hiTRAN.SPの開始画面（主な機能） 

 

 

 

hiTRAN 計算機： 
hiTRAN エレメントを用

いた場合の性能計算 

 
 
・HTRI  X-suite 
 
 
・HTFS   

ACOL 

・Geometry（諸元） 
・プロセスデータ 
・物性 

・Geometry（諸元） 
 
・hiTRAN 熱交換 

 
 

hiTRAN.SP 

グラフィック高性能ディスプレィはチューブ側の HTC（伝熱

係数）が許容圧力損失の関数として表示される。 

全てのプログラムは個別の顧客 No により、管

理されている 

・チューブ側とシェル側情報 

データ入力 

データ出力 
全ての計算

結果 
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hiTRAN.SP－スタンドアロン版のチューブ側計算（マニュアルデータ入力） 

 

 

hiTRAN.SP－スタンドアロン版のチューブ側計算（スクリーンを開く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．マニュアルデータ入力 

このモードはマニュアル

入力データを開く 

１． １ マニュアルデータ入力 

性能を計算するのに必要

なセルは、赤く塗りつぶさ

れている 

apply を押す：テキストボックスの数値が変数として入力される。 

proceed を押す：要求データの入力が完了したら、プロセス、物性、計算

の画面を開く 
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hiTRAN.SP－スタンドアロン版のチューブ側計算（マニュアルデータ入力） 

 ２．データのインポート 

 

 

 

 

hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（Geometry） 

2.1 データのインポート／マニュアル入力 

 

 

このモードは HTRI、HTFS と

hiTRAN.SP に対応する入力フ

ォームである。 

ファイルはショートカットで開かれる。 
Ctrl+H  hiTRAN.SP  *. 
  Ctrl+D  HTRI*.dbo ファイル

  Ctrl+X  HTRI *.htri ファイル 
  Ctrl+T  HTFS TASC ファイル 
  Ctrl+A  HTFS ACOL ファイル 

適切なファイル

をインポートし

たなら、ここにデ

ータが表示され

る。 
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hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（プロセス） 

2.２ データのインポート／マニュアル入力 

 

hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（物性） 

2.３ データのインポート／マニュアル入力 

 

許容圧損は熱交

換から合理的に

決定すべきであ

る。 

計算するために

チューブ側の入、

出流体の平均的

な性質が判って

いなければなら

ない。 

壁面粘度はアレ

ニウスの粘度式

で計算されるか、

手入力すること

が出来る。 
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hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（計算機） 

プログラムのメイン部分 

2.４ データのインポート／マニュアル入力 

 

hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（計算機詳細） 

 

 

性能が図示される。 

指定された運転条件に対する詳細な数字の情報として表示される。 

このセクションでは

チューブ側の圧力損

失 と 伝熱 係数 が、

hiTRAN とプレーン

チューブについて、計

算される。 

圧力損失を熱伝達率の関数としてグラフ表示 

n パスに hiTRAN
エレメントが取り

付けられた熱交換

器。  
カーブは、最上部が

高密度、最下部は、

最低密度のエレメ

ントである。 

数字の表示。 
計算値である。 

平滑管 の

比較値 

其々の赤色正方形

は平滑管熱交換器

の 1 個の追加パス

を表す。 
10 個まで可能。 

入力データを変更して

再計算するための制御

ボタン。 

入力データ 

層流平滑管 
乱流平滑管 
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hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（計算機詳細） 

 

 

 

hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（計算結果の保存） 

 

 

 

 

 

２パスの熱交換器の

ケースを表す。 
 
許 容 圧 力 損 失 が

100KPa で hiTRAN
装入管。 
 
管 側 伝 熱 係 数

906W/m2K を持つ場

合（内径基準） 
 
約18倍の伝熱係数の

向上。 
 
許容圧力損失を全て

使用している。 
 

計算に用いた管側

熱伝導率は手動で

TASC,X － Suite
のソフトから対応

させた。 
 
 
HTFS/HTRI ソフ

トで平滑管に対す

る圧力損失を簡単

に計算することが

出来る。 
 

計算の結果を、あとで参照するた

めに、入力データとともに、

hiTRAN.SP の*hit ファイルとし

て保存できる。しかしこのファイ

ルは hiTRAN 以外のソフトでは

読み込むことが出来ない。 
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hiTRAN.SP-スタンドアロン版チューブ側計算（出力結果） 

 

 

hiTRAN.SP-連携（開始） 

 

 

 

 

全ての出力

サマリはこ

こで見るこ

とが出来る。 
 
 
このデータ

をコピーし

て CalGavin
に送ること

で、計算結果

の検証が出

来る。 
 
このモデル

では警告と

エラーは出

ない。 

!!! 各デザインは個別の

hiTRAN Part No.を持

ち、それは下部に表示さ

れている。この No は正

しいエレメントを作るた

めの必要な情報が含まれ

ている。 
 
このNoを控えておいて、

CalGavin へのオーダー

や質問などに役立たせて

ください。 

連携モード 
 
 ・HTIR X-suite 
   [AEC] 
   *.htri ファイル 
 
 ・HTFS/Aspentech 
   [ACOL] 
   *.ACF ファイル 
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連結空気冷却器計算 

                  入力チューブ側データ 

 

 

 

 

 

 

 

        結果：空気冷却器の設計完了 

hiTRAN.SP-連携（計算機の表示） 

 

 

 

 

 
 
 
・HTRI  X-suite 
 
 
・HTFS   

ACOL 

・Geometry（諸元） 
・プロセスデータ 
・物性 

・hiTRAN 圧損失 
 
・hiTRAN 熱交換 

 
 

hiTRAN.SP 

・チューブ側とシェル側情報 

入力データを検索

した後に、連携モー

ドを表示する。 

熱交換器の設計パ

ッケージの中から 
検索表示します。 
[HTRI,HTFS/Aspe
ntech] 

hiTRAN が変換し

たデータである。 
（白抜きテキスト

ボックス） 
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hiTRAN.SP-連携（計算機の詳細） 

 

 

hiTRAN.SP-連携（計算機とグラフ） 

 

 

HTRI コマンド

ボタンを押した

後に、熱交換器設

計群 （ HTRI 、
HTFS））から検

索されたデータ

表示される。 

この事例は 8 パ

スの熱交換器で、

hiTRAN 性能が: 
hi=915.17 
圧力損失 
11.42bar の例で

ある。 
したがって、次の

図では、パス数 2
まで減少させて、

CalGavin と

HTRI ボタンを

押す。 

こ の 分 野 は 、

hiTRAN チュー

ブ差し込みで計

算した後の総合

的な熱交換器性

能が条件を満た

すかどうかを表

示する。 

カルギャビンの

ボ タ ン は

hiTRAN エレメ

ントとのチュー

ブ側計算を初期

化する。 
 
HTRI（ACOL) 
このコマンドは、

総合的な性能つ

いて計算する。 

入力データ 

赤色は実際の圧力損失が許容圧力損失を上回っている場合。 

このボタンでグラフ表示

とすべての数値表現をト

グルで切り替えられる。 

許容圧力損失の高い形状のこ

のケースでは、より大きな管側

熱伝達係数を達成できる。 
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hiTRAN.SPソフト（相互作用）の展望 

hiTRAN.SP-連携（計算機の自動計算モード。現在HTRIソフトのみに実装） 

 

 

 

hiTRAN.SP-連携（出力） 

 

 

3．ワンパス設計と

しての計算結果が

えられる。これら

は設計目標限界の

7.5％あるいは 5%
である。 
 
再び手動入力を選

ぶことによって、

前に説明したよう

に最終調整は、例

えば表面速度を変

更するなど、で可

能である。 
 
チェックするため

にグラフ表示を呼

び出すのが、パス

設計の優位性を知

るために、必要で

ある。 

1．自動のオプション

を選択することによ

り、制限を無視して繰

り返し計算される。 

2．所望の設計と制限

に対する値を選択す

ることが出来る。 
 
このボタンの繰り返

しで、hiTRAN デザイ

ンの再計算ができる。 
自動モードで、現在デフォルトパス設定は 1 である。した

がって、グラフ表示を見て、設計をチェックする。 

アウトプットの結果に進む。 
ここではバックグラウンドで

計算された、HTRI／HTFS- 
Aspentech 社の結果を表示で

きる。 
詳細は「例題／連携モード」の

チュートリアルを参照するこ

と。 
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また不明点のある場合（ネット上のFAQ） 

 

 

 

 

 

CalGavin hiTRANデザインとプログラムの選択（終わり） 

 

hiTRAN.SP ソフトについての

CalGavin のディスカッション

サイトを開くことで、質問、問

い合わせなどが可能である。 

ここからは e-mail でソフトの

管理者に質問が出来る。 


